
 
第３８回あわら市議会定例会一般質問通告一覧 

 
平成２１年５月１１日 

 

（通告順） 

１．笹原 幸信議員 

 ① 芦原庁舎利活用計画について 

（答弁を求める者 市長） 

  ・解体撤去は、市民感情及び地主の反発が予想されると説明を受けたがどのよ

うな反発が予想されるのか。 

  ・１０月で３０年間の土地の借地期限が切れるがどのように対処するのか。 

  ・不必要な土地は返還できないのか。 

  ・三階を事務所に使うとのことであるが予定はあるのか。 

  

 ② 芦原南、北幼児園の統合について 

（答弁を求める者 市長） 

  ・統合にあたっては適切な保育やきめ細かい世話が必要であるが、事故の心配

や保育士の負担は大きくならないのか。 

  ・中学校は２校、幼児園は統合との結論を出した市長の考え方について。 

  ・統合により人件費が３,１００万円浮くとのことであるが何人減員するのか。 

  ・保育士の大幅な加配はできないのか。 

  ・人件費のメリットのみ強調されているが、その他のメリット、デメリットは

どうなっているのか。 

  ・南幼児園を児童クラブに使用するとのことであるが、耐震に問題はないのか。 

 

２．山口 峰雄議員 

① 第二の合併を視野に入れた市政について 

                        （答弁を求める者 市長） 

  ・これまでの一般質問でも取り上げられているが、選挙公約にしては非常に消

極的な答弁ばかりである。今までどの様なことを行ってきたのか。 

  ・市長の任期も残すところ２年となったが、今後の取り組みについてどのよう

に考えているのか。 

 

 ② 購入品、公共事業の市内業者の受注率アップについて 

                        （答弁を求める者 市長） 

  ・市が発注している物件購入、業務委託、工事等について市内業者の受注率は

どのようになっているか。 

  ・例として、昨年度行われた耐震補強工事、金津雲雀ヶ丘寮、古屋石塚の工事    

についての市内業者の受注率はどうか。 

  ・今後、中学校の改修、小学校の耐震補強工事、消防署の改築、旧芦原庁舎の

利活用など公共工事が目白押しである。市内の業者を優先すべきと考えるが、

これに対する考えや工夫はあるのか。 

  ・公共工事における総合評価方式活用の話を聞くと市内の零細業者には不利と

なるが、これに対して何か工夫を行っているか。 

  ・電子入札制度導入の話を耳にするが、地元業者は更に参加出来なくなるので

はないか。 



 

 ③ 公民館の運営について 

                        （答弁を求める者 市長） 

  ・公民館という施設の役割についての所見を伺いたい。 

  ・団塊の世代がリタイヤし年寄りが多くなり、公民館はその人達の生涯教育の

中心として益々重要になると思われるが、今後の公民館の運営方針について

どのように考えているか。 

  ・民営化の話が出ていたが、その後の進捗状況はどのようになっているか。 

  ・館長には民間人と市役所ＯＢがいるが、館長の選考方法はどのようになって

いるのか。 

  ・館長と事務員という構成でなく、民営化して館長を中心とした運営組織が必

要であると考えるがどうか。 

  ・館長の考え方で使える予算があってもよいと考えるがどうか。 

 

３．坪田 正武議員 

① 湯のまち駅前広場の今後の活用計画について 

                        （答弁を求める者 市長） 

・具体的案が全く示されていないが、市民感情から見ると温泉街の一等地をた

だ遊ばせているとしか見えないがどのように考えているのか。 

・合併した当時はこの場所を憩いの広場にして、公園、足湯等々を造り温泉客

や市民との活性化を図る旨の計画案を聞いたが、その後どうなっているのか。 

  ・年末年始だけでなく年間有料駐車場にする計画案はないのか。またイベント

がある時は広場に開放してはどうか。 

 

４．卯目 ひろみ議員 

① 芦原南、北幼児園の統合に伴う保育のあり方について 

（答弁を求める者 市長） 

  ・ソフト面である園児に対する保育の方法について市はどのような考え方を持

っているのか。 

  ・園庭には遊具をつくる予定があるのか。一般の子どもでも園庭で遊べるよう

にしてはどうか。 

 

５．宮崎 修議員 

① 「スクール・ニューディール｣構想の市の取り組みについて 

（答弁を求める者 市長） 

  ・政府は２０２０年までに現在の発電量を２０倍程度まで拡大することを目標

にしており、その大きな推進力が「スクール・ニューディール」構想である。

この経済危機対策の中で、あわら市においてもこの事業に取り組むべきと考

えるがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．山川 知一郎議員 

① 市営住宅家賃の減免について 

（答弁を求める者 市長） 

  ・市営住宅家賃の算出基準の一つである収入は、前々年のものが適用されると

のことであるが、この不況の中で失業した者もおり、家賃支払いが困難とな

っている。このような者に対して、減免制度を設けるべきと思うがどうか。 

 

② 子育て支援について 

（答弁を求める者 市長） 

  ・少子化に歯止めをかけるため、当面、子どもの医療費無料化を小学校卒業ま

で拡充すべきと思うがどうか。また、放課後児童クラブも拡充すべきと思う

がどうか。 

 

③ 農業再生について 

（答弁を求める者 市長） 

  ・危機的状況の中、市長は農業再生の先頭に立ち、政府に対して言うべきこと

はしっかりと言うべきと考えるがどうか。 

  ・現状の中で農業を維持していくためには、農地の集積や土地改良、用水の確

保、有害鳥獣対策の強化などが必要と考えられるが、これらの事業に対して

今まで以上の助成ができないか。 


